
 

令和７年度 みんなで挑戦するキーワード 

「思いやり」「まねしてかしこく」「力を合わせて」（継続と発展） 

～まねしてかしこくなったか たしかめよう～ 
７日（月）の始業式では、学校教育目標「豊かな心をもち、かかわりを大切にしな

がら、共に生きる喜びを感じる子ども」を具体化する（子どもたちと共に理解する）

ために、次のような話をしました。 
 

☆始業式の校長の話☆ ※一部略 

今年度一年間、本沢小学校全員で挑戦していきたいことを２つ話します。 

１つ目は、みなさんと先生方でがんばってきた三つのこと「思いやり」「まねしてか

しこく」「力をあわせて」を続けてがんばっていこうというお話です。 

「思いやり」の力をつけるためには、「思いやりをもって人とつながること」です。

自分の考えと違う人とも、あまり話をしたことがない人とも、やさしい気持ちで、一

緒に活動することです。その第一歩は「あいさつ」です。がんばりましょう。 

「まねしてかしこく」については、先生やお友達、家族、地域の方、教科書やタブ

レットで見つけた情報などを手本にして学ぶこと、前に学習したことや体験したこと

とつなげて考えることをがんばってきましたね。今年度も続けていきましよう。そし

て一人一人が学習を進める時の「技」にしていきましょう。 

「力をあわせて」については、本沢小学校のみなさんが得意なことです。さらに伸

ばせるように、期待しています。学校は、一人一人が目標をたてて、自分から進んで

がんばること、精一杯力を出し切ること、そしてその力を合わせることができる場所

です。 

「思いやり」「まねしてかしこく」「力をあわせて」今年一年みなさんで挑戦してい

きましょう。もちろん先生方も一緒に挑戦していきます。 

２つ目のお話は、「まねしてかしこくなったかたしかめよう。」というお話です。 

今年度は、一歩進めて「まねしてかしこくなったかたしかめよう。」ということに挑

戦してほしいと思っています。簡単に言うと、目標やめあてにどれだけ近づけたかな

ということを、自分でもたしかめてほしいのです。 

そのためには目標の立て方が大切です。今から二つの目標を紹介します。どこがち

がうでしょう。①「たくさん本を読む」②「１００冊の本を読む」 

「たくさん」と「１００冊」というところが違いますね。１００冊の本を読むという

目標をたてると、きちんと確かめることができます。９０冊読むことができたら、目

標に近づけたなあと確かめられますし、１５０冊の本を読むことができたら、目標を
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十分に達成してかしこくなったなあと確かめられます。「毎日図書室に行って青木先生

からお勧めの本を伺ったり、Yomokka!（ヨモッカ）をたくさん使ったりしたら、 

１００冊の本が読めたよ。」と学校生活が楽しくなると思いませんか。 

1 年生なら「春の生き物をさがす」から少し詳しくして、「春の生き物をいっぱいさ

がす」とか、小数の勉強をした３年生では、１００ｍ走の目標を「早く走ることがで

きるようになる」から「0.5 秒早く走れるようになる」とか。２年生なら「漢字を書

くことをがんばる」から「漢字を正しく書けるように、毎日１０回書く」もいいでし

ょう。4 年生以上であれば「ブックセンター委員会の活動をがんばる」から「毎月お

勧めの本を 2 冊見やすいところにおいて紹介する」というのもいいでしょう。という

ように、学年に合わせて、先生や友達と相談しながら、目標をくわしく立てるように

して、時々まねしてかしこくなったか、たしかめるようにしましょう。 

 

 

 

８名の新入生を学び舎に迎えた入学式 
 ８日（火）、新入生８名が笑顔いっぱいで

本沢小学校に入学しました。おめでとうご

ざいます。父母と教師の会 会長 久連山様、

学校運営協議会 会長 横尾様をはじめ、学

校運営協議会委員の皆様にご列席いただ

き、歴史と文化の薫る本校に、新入生を迎

えることができますこと、教職員一同大変

うれしく思います。 

新入生は、少し緊張した様子でしたが、

背中に力を入れて緊張することができるこ

とは、大切な力です。大変立派でした。今後のがんばりが想像され、大きな期待が膨ら

みました。また、在校生を代表して２年生が歓迎のことばとして、本沢小の一年を紹介

してくれました。練習を活かし、はきはきと発表しました。たのもしい２年生です。 

 私からは「式辞」としまして、勉強が楽しくなる三つの約束をお話ししました。   

以下「式辞」より↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まねることは、学ぶこと。主体的に「まねる力」を伸ばし、これからの時代をたくましく生きて

いく子どもたちの成長を支えてまいります。これまで同様、ご理解とご協力をお願いいたします。 

一つめは、「げんきに」です。運動して丈夫な体をつくることや交通事故にあわない

こと、手洗いやうがいをしっかりして、病気にかからないようにすることです。「げん

きに」ということは、あいさつにも表れます。みなさんのあいさつを毎日楽しみにし

ています。 

二つめは、「いっしょに」です。はじめてだなということもやってみてください。心

配な時は、先生方やお兄さん、お姉さんがやさしく教えてくれます。お手本も見せて

くれますから、安心してまねしてみてください。 

三つめは、「なかよく」です。友だちとなかよく力をあわせていくと、一人で勉強す

るよりずっと楽しいです。友だちにやさしくしてください。 


